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プログラミング学習 

                                 副校長 武田 雅之 

 

 新型コロナウィルスの感染者が増加傾向にあり、３度目の緊急事態宣言も延長となるなど、終息への見通

しが立たず不安な日々が続いています。三中では、これまでの感染対策を継続しながら、様々な場面で工夫

を取り入れながら教育活動を行っています。今しばらくは、生徒・保護者の方にご不便やご負担をかけるこ

とがありますが、引き続きご理解、ご協力をお願いします。 

 今月はプログラミングについて、私がどのように向き合ってきたかについて紹介したいと思います。1970

年代、パソコンはまだ高額で持っている家庭は少なく、子どもたちは家電量販店などの展示品（操作体験が

できるもの）に群がり、当時主流だったベーシックによるプログラムを入力して操作方法や動作の仕組みな

どを自分たちで学んでいました。学校の勉強は苦手でしたが、プログラミングはゲームがやりたい一心で、

友人たちと競い合い、必死になって学びました。今思えば初歩的な言語であり、ステップ数も少なく簡単な

ものですが、プログラムの基本について学ぶには十分なものでした。 

 当時のプログラミングのポイントは、①目的を決める。②必要な手順を考える。③命令を入力する。④動

作の確認と修正。の４つです。ゴールまでの見通しを立て、こんな感じで進めていきました。①パソコンに

何をさせたいか。私の場合はゲームでした。②どのようなゲームか。よく作ったのはシューティングタイプ。

画面上方を移動するキャラクターを画面下方の砲台からビームを出して撃ち落とすといったもの。キャラク

ターのデザインを考えたり、点数やルール、背景や操作方法について考えたり。特にアルゴリズムを構築す

るのには一番時間がかかりました。③②で考えたことをパソコンのコマンド(命令、言語)に置き換えてプロ

グラムを作成します。④思った通りにできたか確認。コマンドのミスやアルゴリズムの不具合など、何度も

入力しては動かし、修正しました。完成したゲームは、友達と一緒に楽しみました。そして、ゲームやプロ

グラムを見せ合って、新しいプログラミングの技をお互いに自慢しあっていました。 

「アルゴリズムって何？」と思われた方がいらっしゃると思います。辞書などでは、「「計算可能」なこ

とを計算する形式的な手続きのこと、あるいはそれを形式的に表現したもの」と書かれています。わかりや

すく言えば、「どんな手順で目的にたどり着くかを表すこと」です。様々な条件の中で、より最適な、目的

を達成する方法を考え表現する。これがアルゴリズムの構築であり、プログラミングです。現在のプログラ

ミングは、モジュール化されたものを組み合わせて、作成するのが一般的です。Windowsの DLLファイルや

Javaスクリプト、スクラッチのブロックなど。これらをいかに上手に組み合わせて、目的を達成するか。

これを考え創造するのがプログラミングの最も面白いところです。一つ一つ順番に処理する方法を考える人

もいれば、論理演算を駆使して一気に処理する人、他の人が見て理解しやすい処理の方法など、とてもよく

個性が現れます。機械を動かしているプログラムですがそこには作った人の考え方が含まれており、とても

人間的なものなのです。 

目的を達成するためにたくさんの手段の中で、与えられた条件に合わせた組み立てを考えられるか。これ

こそがプログラミングで身に付けさせたい力だと思います。たった一つの答えを求める学びも大切ですが、

たくさんある答えに向かってあらゆる手段、方法を検討して、なぜその答えにたどり着くかを考えていく。

そして、自分が導き出した答えを説明し、その考えを共有し、他の意見も参考により良い答えを求めていく。

楽しみながら、この力が身に付くプログラミング学習にはたくさんの可能性が秘められていると思います。

プログラミングを通して子どもたちの考える力がより深まることを期待しています。 
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 学校教育目標 

【キャッチフレーズ】 
   ｢一人一人が輝く三中｣ 
  □「思考力」を育てます。    □「行動力」を育てます。  □「人間力(じんかんりょく)」を育てます。 

※ 人間（じんかん）とは、人と人の間の交流、人間関係をつくっていくということ。皆と協力しながら、そ
れぞれがもつ良さを発揮して、課題解決していこうとする関係をつくる。 

１ 目指す学校像 

 ◎ 生徒、教職員共に互いを認め合い、安心・安全に生活できる学校 

 (1) 生徒にとって、いじめや体罰等がない、一人一人が大切にされる、生き生きと学べる学校 

 (2) 保護者にとって、安心して我が子を任せられる、我が子の良いところを伸ばしてくれる学校 

 (3) 地域にとって、教育活動が分かる、信頼できる、協力したくなる学校 

 (4) 教職員にとって、働きがいがある学校 

２ 目指す生徒像 

 (1) 人の気持ちや思いを深く考える力をもった、思いやりのある生徒 

 (2) 考えたことを行動に移す力や、行動し続ける力をもった、自主性ある生徒 

 (3) 礼儀正しく、心豊かで、よりよい人間関係を構築しようと、協力する生徒 

３ 育成したい力 

 (1) 思考力・・・深く考える力、先を見通す力、判断する力、表現する力、生きて働く知識・技能 

 (2) 行動力・・・主体的に考え、考えたことを実際に行動に移す力（持続発展の主体者となる力）、行動を継続する力（生

涯学び続ける力）＝実践力 

 (3) 人間力・・・各々の良さを発揮して、人間関係を構築する力 

４ 目指す教師像 

 (1) 一時間一時間の授業で生徒に身に付けさせたい力を明確にし、生徒に考えさせ、生徒一人一人に確かな学力を身に付

けさせることができる教師 

 (2) 生徒の人権を尊重して、生徒一人一人を大切にし、生徒から目標とされる教師（生徒一人一人に声をかける。 

  ＝挨拶プラス一言の実践） 

 (3) 使命感にあふれ、常に前向きな姿勢で自己研鑽に励む教師 

５ 期待する家庭の姿 

 (1) 基本的な生活習慣の育成に、当たり前に努める家庭 

・「早寝・早起き・朝ご飯」で生活リズムの確立に努めている。 

 (2) 子供の主体的な活動を見守り、好ましくない行動をきちんと叱る家庭 

・親として子育てに責任をもち、学校・地域との連携に積極的に取り組んでいる。 

・正しい人権尊重の意識を備え、自分や他者の人権を大切にするよう子供に伝えている。 

６ 期待する地域の姿 

 (1) 生徒一人一人を地域の子どもとして大切にする地域 

・子どもの健全育成に積極的に取り組んでいる。 

 (2) 学校との協働により、自らの教育力・自治能力を高めようとする地域 

・地域の子どもとしての意識を高め、共に育むため、学校との連携に努めている。 

７ 指導の重点 

東京都人権尊重教育推進校として、保護者、地域の協力を得ながら、学校教育のあらゆる場面を捉えて生徒の人権意

識を向上させる。 

 (1) 学習指導 

   校内研修を活用し各教科で指導法の工夫と改善を図る。今年度、新しく導入されるタブレット端末を有効活用し、生

徒に考えさせ、生徒に力を付ける授業、生徒にとって分かりやすい授業を組織的に展開する。また、補充学習として、

定期考査前や放課後に質問教室等を計画し、実施する。 

① 始まりと終わりの挨拶を徹底し（教員自らも）、チャイム授業を実施する。 

 
人間尊重の精神を基盤とし、希望に満ちた社会をめざす健康で明るく、知性ある人間を育成する。 

１ 思いやりのある生徒 ・・・・・・ 心、思いやる力、(深く)考える力   思考力  

２ 主体的に学び 行動する生徒・・・ (考えたことを)行動に移す力、 
行動し続ける力、実践力       行動力 

３ 協力する生徒 ・・・・・・・・・ 人間関係をつくる力         人間力  



② 毎時間の授業は、「本時のねらい」の明示とまとめでの「振り返り」を実践する。 

  ③ 問題解決型の授業など、常に「考えさせる」授業を実践し、生徒に「一人で考えさせる」時間を確保して、思考力・

判断力・表現力を身に付けさせていく。 

  ④ 表現活動を重視し、ペア学習、グループ学習等、協働学習を実践する。 

  ⑤ 互いの授業を見合う時間を設定し、授業改善を行い、授業力の向上を図る。 

 (2) 道徳教育 

① 東京都道徳教育推進拠点校としての研究を生かし、道徳の授業を充実させ、豊かな人間性を育成する。 

② 道徳教育推進教師を中心に、全教師が協力して道徳教育を展開する。 

③ 生命の尊重、人権尊重の精神を育成し、規範意識を醸成するとともに思いやりの心を育てる。 

 (3) 生徒指導 

  ① 挨拶、身なり、時間など基本的な生活習慣を大切にし、社会のルールやマナー、規範意識を身に付けさせる。 

② 生徒に奉仕活動や諸行事等の運営等に取り組ませ、成就感や達成感を味わわせる。（生徒会活動、委員会活動を

活用し、計画･実行・振り返り（ＰＤＣＡ）を繰り返し行わせる。） 

 (4) キャリア教育 

① 三年間を見通し、体験活動を中心に計画的に実践する。 

② 「生き方を考えさせる指導」を進め、進路選択能力を高める。 

③ 保護者との連携を図りながら、個に応じた進路指導を進める。 

 (5) 特別支援教育 

  ① 特別支援教室担当教員やスクールカウンセラー、外部の専門機関等の専門性を活用し、特別な支援が必要な生徒に

限らず、全生徒にとって適切且つ効果的な指導・支援を展開する。 

  ② 特別支援教育コーディネーターを中心に、特別な支援が必要な生徒、特別な支援が必要と思われる生徒の実態把握

に努め、情報を共有し、早い段階から生徒の困り感に寄り添った指導・支援を進める。 

  ③ 特別支援教育校内委員会をスクールカウンセラーの出勤日に合わせて開催する。スクールカウンセラーの専門性を

生かした実践的な支援や、合理的な配慮の在り方を共有し、教職員の特別支援教育についての理解を深めるとともに

支援技術の向上を図る。 

 (6) 安全指導 

  ① 消防計画と関連付けた毎月の避難訓練と安全指導を充実させ、安全への意識向上を図る。（想定や避難経路、避難

場所等、実際に災害が起きた場合に考えられる事態を具体的に検討し、生徒に身の安全を確保できる能力を身に付

けさせる。） 

  ② 町会や地域関係諸団体との連携・協力を深める。 

 (7) 部活動指導 

  ① 同じ目標に向かって活動する中で豊かな人間関係を育む。 

  ② 学校管理の下、大切な教育活動として位置付け、個性の伸長を全教職員で支援する。 

 (8) 小中連携教育 

  ① 小学校との連携を進め、学力の基礎・基本の定着と向上を図る。 

② 地域の小学校との円滑な接続を目指し、互いの学校行事等を活用するなど、積極的な連携事業を進める。 

 (9) 不登校対策 

 配置された不登校加配教員を効果的に活用し、組織的な不登校対策を展開する。 

① 不登校の状況にある生徒と学校とのつながりを維持し、対人関係や学習等に対する不安を軽減するため、ま 

 た、不登校を未然に防止するため、生徒の別室指導（ステップルーム）を充実させる。 

② 家庭と子供の支援員やボランティア等を活用し、生徒の登校を支援するとともに家庭との連携を深める。 

 (10)学校支援本部の設置・活用 

   学校支援本部を設置し、ボランティアを活用して地域との協働を進める。 

８ 地域・市民の信頼を深めるために 

 (1)開かれた学校への取組 

  ① 保護者、地域等からの要望、意見等については、適切かつ丁寧に耳を傾け、求められていることを的確に把握して

迅速に対応する。初期対応を重視するとともに、安易な返答を控え、組織的に対応する。 

  ② 青少年問題協議会地区委員会や自治会の行事等に積極的に参加し、地域等に生徒理解を深めさせる。 

③ 保護者、地域にボランティアをお願いするとともに、魅力ある行事や学校公開、保護者会、学校ホームペー 

 ジ等をとおして学校の教育活動への理解を深めさせる。 

 (2) 服務事故の防止 

 教育公務員であることを自覚し、職務の厳正に努める。 

① 体罰や、生徒の人権を尊重しない言動等を厳に慎み、教育公務員としての更なる信頼の構築に努める。 

② 公費・私費会計、個人情報（電子データ・紙媒体）は適切に処理し、チェック体制を整える。 

  ③ 備品を定期的に確認し、管理を徹底する。 

 (3) その他 

  ① 文書作成の際は、起案から決済までの流れを徹底し、ＯＪＴを通して教員の資質の向上を図る。 

② ＴＰＯにふさわしい身なり・服装、言動を心掛ける。学校は「公」の場であることを自覚する。 

③ 清瀬市学校徴収金マニュアルに沿い、教材費等、適切な予算書を作成するとともに適正に執行する。 



歯科講話延期のお知らせ 
 

6月 14日（月）に予定していた歯科講話です

が新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、2学期

以降に延期となります。 

運動会保護者の観覧中止について 
 

5 月 29 日（土）の運動会は、緊急事態宣言に伴

い、保護者の観覧は中止となります。写真のネット

販売を予定しておりますので、詳しくは業者からの

お便りをご覧ください。 

離任された教職員からのメッセージ （その1） 

金井誠校長先生 

 この４月、小金井市立緑中学校に転勤しました。今度の学校は住宅地の真ん中にあるため校庭が狭く、多く

の花や木々に囲まれ自然に恵まれていた清瀬三中がとても懐かしいです。コロナ禍のため、いろいろな制限が

ある中での中学校生活は、辛い時もあるでしょうが、できることを全力で楽しんでください。そして、たくさ

んのことを学んでください。制限がある方が力を発揮できることもありますから。…３年間、ありがとうござ

いました。 

 

深堀千惠美先生（数学科） 

みなさん、お久しぶりです。お元気ですか？ 

先生は今、西東京市立保谷中学校で特別支援教室専門員として勤務しています。 

 １年生のみなさん、まだまだ分からないことや不安なことも多いと思いますが、勇気をもっていろいろなこ

とに挑戦し、自分の可能性を広げていってください。そして挑戦する仲間の勇気を認め合える、すてきな学年

集団になってください。 

 ２年生のみなさん、先輩になりましたね。２年という学年は、勉強はもちろん部活や委員会にも思いっきり

頑張れる１年です。全てに全力で取り組み、さらに大きく成長していってください。期待しています。 

 ３年生のみなさん、みなさんのことですから三中の最上級生として素晴らしいスタートができていると思い

ます。正直、君たちの授業を担当できなかったことがとても残念です。そのくらい君たちは魅力的です。中学

校生活最後の１年、１日１日を大切に、仲間とともに最高の１年にしていってください。 

 最後になりましたが、三中の先生方、保護者のみなさま、本当にお世話になりました。清瀬三中のますます

の発展を祈っております。 

 

田中永一先生（数学科・時間講師） 

  若い時に汗をかかないと、年老いてから涙を流すよ。だから一生懸命何事にも、全力で取り組んだ方が良い

と、尊敬する先輩からよく言われました。古希（70歳）になって、なるほどなと思うことも多々あります。 

しかし年老いたという自覚がないせいか、まだまだ私はこれからも、汗をかこうと思い毎日を過ごしており

ます。延べ８年間、清瀬三中と関わることができました。とても充実した毎日でした。本当に、ありがとうご

ざいました。お世話になりました。 

 

山本美幸先生（家庭科・非常勤教員） 

５年前の春「私は、方向音痴なので校内で迷子に……」と自己紹介をしたら、本気で心配していたことを、

その年の卒業生たちの手紙で知りました。三中の生徒の皆さんは、とても素直で優しく、周りの人たちへの思

いやりにあふれた人たちです。「先生、手伝います」「荷物持ちます、どこへ持って行けばいいですか」と笑

顔を返してくれた皆さん、いつまでもその心を忘れないでください。私にとって宝物の5年間をありがとうご

ざいました。 

 

石原美由紀先生（英語科・産育休代替教員） 

みなさんお元気ですか。三中に通っていた頃『一人一人が輝く三中』と校舎に書いてあったのを読みながら、

「ほんと、その通りだわ…」と思いながら自転車を漕いでいました。三中生は一人一人が本当に輝かしく、そ

の輝く個性に囲まれて過ごせた1年半は私にとって最高の時間でした。その個性を活かしつつ、互いに声を掛

け合い、励まし合い、みんなで力を合わせてさらに輝きを増していってください。またいつかどこかで会える

と信じて…どうかお元気で。 

 

 

 

 

 

  
 


